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  学校のリーダーに期待すること        

南が丘小学校長 安田 善紀 

 先日、大沼公園の白鳥台でたくさんの白鳥の姿を見ま

した。白鳥は、春から秋はシベリアにいますが、冬になる

と、Ｖ字になって 3,000～4,000km 離れた日本に２週間か

けて飛んできます。なぜＶ字になって飛ぶのでしょうか。

白鳥は、一番先頭に力の強いリーダーの鳥が飛んでいま

す。その後ろに赤ちゃんの鳥など、弱い鳥が飛びます。前

の鳥が羽ばたいた力で気流が生じます。空気の流れがで

きると、その流れに乗った後ろの鳥は楽に飛ぶことができます。リーダーの後ろに付く鳥は、

1/7 の力で飛べるという話です。また、白鳥は普通、時速 50km くらいで飛びますが、気流に乗

ってスピードが出る時には、時速 100km くらいで飛ぶそうです。そして、２週間かけて、シベ

リアから日本に飛んできます。中には、弱い鳥もいます。群れから脱落する鳥もあります。しか

し、脱落する鳥がいると、必ず２羽が脱落する鳥に寄り添い、下まで降りていきます。２羽は、

弱った鳥を休ませたり、えさを食べさせたりします。そして、別の群れに合流したり、追い付い

て一緒の群れになって飛んでいったりします。２週間飛びきると、日本に着くわけです。このエ

ピソードから、リーダーの果たす役割は、集団の安定と目的に向かって導くことが重要である

ことを教えてくれます。 

  現在、児童は「６年生を送る会」に向け、力を合わせて準備に取り組んでいます。６年生に

代わり、５年生がリーダーとなって全校を動かしていきます。このような学校生活の中で、私は

子ども達に、力を合わせてやり遂げるよさを味わってほしいと思いますし、仲間を思いやる心

をもってほしいと思います。また、６年生が全校を率いてきた伝統を５年生が受け継いで、南が

丘小学校の新たなリーダーとして活躍してくれることを願っています。そして、６年生が胸を

張って卒業し、中学校という新たな舞台で活躍してくれることを願っています。 

 学校ではどの学年も１年間のまとめに入ります。学習面、生活面等において、一人一人のお子

さんの成長を確かめながら、進級・進学に向けての希望を大きく膨らませることができるよう

指導して参ります。     

 

【本年度の重点教育目標】 

『豊かな心の育成  礼儀正しさ・思いやり・粘り強さ  』 
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グリンピア大沼でスキー 

３・４年生、５・６年生は、グリンピア大沼へス

キー遠足に行ってきました。暖かい日が続き雪解け

が進む中、行けるか心配でしたが、無事に行くこと

ができました。しかも全員、けがなく楽しく滑るこ

とができました。初めてリフトに乗った子どもも多

く、いい経験になったようです。保護者の皆様、ス

キー道具の準備にご協力ありがとうございました。 

（上）３・４年生、（下）５・６年生の子ども
たち。今年度２回、湯ノ岱でのスキー学習を行い、
それぞれが上達しました。 

学校運営協議会開催 

２月２４日、地域の方と連携し、保護者・地域住民の方と学 

校運営について話し合う「学校運営協議会（コミュニティース 

クール、CS）」を行いました。本協議会は５月、９月、２月の年３ 

回行われ、今回は今年度の振り返りと次年度の方針について 

協議しました。 

学校の現状の課題として、次のような点を挙げました。 

・悪口を言われる、嫌な思いをしている、という子どもがいることに、どのように対処していくか。 

・特別な支援を必要とする子どもへの、指導の工夫・改善について。 

・児童数、職員数の減少に伴う、学校組織、行事の見直しについて。 

委員の皆様からは、次のようなご意見をいただきました。 

・次年度は、実情に合わせた組織や行事の改編を行い、先生方が子ども達の指導に当たる時間、余裕を

もてるようにしていただきたい。 

・学校の取り組みが、保護者と共通認識をもって進むように、連携を取ることが重要。 

  学校では、様々な問題に試行錯誤しながら取り組んできました。学校職員の力だけでは解決できない問題

も多くあります。本協議会での議論を、学校職員と共有し、今後の学校運営に活かしていきます。 

  

 

南が丘小学校運営協議会委員（敬称略） 

 

会 長 大坂 敏文（地域住民） 

副会長 小野寺 真（地域住民） 

委 員 菊地  勲（地域住民） 

委 員 野崎 達也（PTA 会長） 

委 員 大瀧 勇太（PTA 副会長） 

委 員 安田 善紀（校長） 

委 員 中川 真一（教頭） 

委 員 中山 晴生（教委指導主事） 

いじめに関することは 

遠慮なく相談してください 
 
 ２月に行ったいじめアンケートでは、「嫌な思

いをしたことがある」と答えた児童は１２名、そ

の多くは「からかい、悪口」でした。すべての事

案に聞き取りを行い、指導を続けているところで

す。学校では、いじめ、悪口のない、安心して生

活できる学校を目指して、職員全体で取り組んで

います。保護者の方との相談も行い、いじめ未然

防止に取り組んでいきます。ご家庭で気になるこ

とがありましたら、担任または教頭までご連絡く

ださい。 

 


